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献 辞

武知京三先生は2007年3月 に,本 学の規程によ って定年退職 され,同 年d

月 より特任教授 と して経済学部 にお いて研 究 と教育 に当た られてきま した

が,此 の度,2009年3月 を もって2年 間務め られた特任教授を退任されま し

た.200了 年4月 に近畿大学に対する長年の,か つ多大な貢献によって近畿大

学理事に任命されていま したゆえ,特 任教授退任後 も引 き続 き近畿大学全体

の発展のために,重 要な役割 を果た されることになります。 また,本 年4月

lrl付 で,本 学の名轡教授規定 によって 「近畿人学名誉教授」 の称号 を授 与

されました。 これ も以 ドに述べ ます,研 究,教 育,学 内行政面での多大な重

献を評価 された結果の ものであ ります。

武知先生は近畿人学在職中,商 経学部商学科長,そ して商経学部教授を兼

任 される形 で短期大学部長を歴任された後,商 経学部の分離,改 組に伴 って

経済学部の初代学部長 として,今 日ある経済学部の基礎づ くりをされてきま

した。 しか も,経 済学部長在任中の 猛年間,旧 商経学部の2年,3年,魂 年生

が卒業す るまで存続する商経学部の学部長を も兼務 され,そ の幕引きの大役

も果 されています。

平成15年4月 に経済学部が スター トして以降,経 済学都長 として種 々な施

策を実施 されています。今 日,経 済学部教育の特徴とす る多 くの施策 はこの

時期に実 行され た もので あ ります。その代表的 なものを経済学 部の広報誌

『生駒 だよ り』(第5号)(200了 年刊)に 記されている本人の 「回顧」に従 って

挙げてみます と次のようにな ります。

1)「 英語を話せ る経済学士 」の育成を謳い文句に,実 践 的な英語教育を行 う

という経済学部教育の特徴の発端を作 られ,そ れを効果的な もの とするべ

く,英 語撹 当の 専任教員を8名 採用 されました。

2)3大 メガバ ンクの寄附講座や野村謹券の寄附講座を開き,実 学教育とい う

近畿大学の基本精神を経済学 部教育の中に具体化されま した。



3)当 初経済学部 は,経 済学科 と総合経 済政策学科の2学 科体制で出発 しま

した。経済学科 の中に経済学 コースと国際経済学コー スの2コ ースが設け

られ,学 生 も各 コースに区分 して募集 しておりま した。 これを平成17年4

月より,経 済学科 と国際経済学科に分離 され,総 合経済政策学科 とともに

3学 科体 制へと拡充 され ました、 この国際経済学科が発足する時点 で,魅

力ある学 科にす るべ く,ユ 年生を対 象と した 「海外体験 プログラム」の計

画 と実施をされています。 このプログラムは今 日も,多 数の学生の参加が

あ り,1つ のセールスポイ ントとなってお ります.

4)経 済学部 発足11胡 年記念に,総 合経済政策学科を広 くア ピールす るべ く,

塩川疋1一郎財務大臣(当 時)の 公瀾講演会を開催 し,多 数の市民の参加を

得 ました。 また,国 際経済学科の開設時 も 一我が国と東アジアの新次元の

経済繁栄 に向けて」をテーマ にした シンポジュームを開催 されています。

これ らの催 しは,両 学科の対外的広報活動 の一環 として,そ のイ メー ジ

ア ップに貢献 した ものと思われます。

このように,数 々の工夫によって,魅 力ある経済学部づ くりの努力をされ

て来ま した。

5)2005年 ～2006年 の間で,大 学基準協会 に提 出する 「経済学部 向己点検 ・

評価報告書」を作成 し,1司 協会の審査を受けるに際 して陣頭指揮をとられ

ま した。

このように.経 済学部発足時の制度 的インフラづ くりや苦労 の多い行政 に

粛粛 とその責務を果たされ,経 済学部の 一礎」を築き上げて来 られました。

研究者としての学問に対す る頁献 も多大であります。

「1本経済 史,11本 経営史,11本 商業 史の分野で10点 の著書(単 著),110煮

の論文(単 著)を は じめ,共 著 も多数 あり,膨 大な研究成果の発表によって

この分野の発展に並々な らぬ貢献をされています。

先娠の共通す る研究IF法 は,本 庄栄治郎教授や恩師黒羽兵治郎教授 の系譜

ヒにあ り,い わゆる 一実証史学」の伝統 を受 け継 ぐものであ ります。

労をいとわず,自 分の足で1次 資料 の収 集を行 い,そ の整理 と分析 をす る



という地味な研究 手法であります。 この1次 資料を基に分析する手法 は,資

料的価値において も他に追随を許 さぬ ものであります。

先生は特 に鉄道史の分野で著名で,平 成10年11月 から2年 間鉄道史学会の

会長を も務 め られ,以 降 も評議員や顧 問として同学会の発展に貢献 されてい

ます。

教育面で は商経学部で 「口本経済 史」や 「日本商業史」を,経 済学 部では

「日本経済史」を担当 され,多 くの演習生を卒業させてお られます。 また大学

院経済学研究科では 「臼本経済史特論」「日本経済 吏特殊研究」を,商 学研究

科では 「日本商業史特論」や 「日本商 業史特殊研究」を祖 当され,実 社会や

教育界へ多 くの人材 を送 り出されています.

先生の人柄は温厚誠実 にして,誰 か らも愛 され信頼され,ま さに本学の教

育目標その ものの見本 となるべ き入柄であります。

近畿大学経済学 部の 「近畿人学生駒経済論叢』第7巻 第1号 は武知京三先

生の退任を記念 して,先 生の数 々の業績を称えるべ く発行 されるものであ り

ますが,近 畿大学経済学部 の学部内,学 部外そ して学 外か ら多数の寄稿が

あったのもこの人柄 を反映す るものと考 えます。

本 『生駒経済論叢』第7巻 第1号 を先生 に献 じるとともに,今 後 とも益 々

ご健勝に して,近 畿大学発展のために活躍 されんことを念 じます。

平成21年6月 占日

近畿大学経済学部長 今 西 芳 治



献 辞

目 次

1.歴 史 ・民俗

アメリカ経済と観光産業

明治中期 ・私設関西鉄道桜ノ宮線建設と桜ノ宮駅々勢の展開

私設大阪鉄道との関連を中心に

1880年 代初期における東北鉄道の株式募集

飛騨地方の名望家の鉄道認識

「昭和の合併」の受容過程

滋賀県彦根市の事例

生駒山麓の遊園 ・観光開発計画の蹉跣

日下温泉土地を中心として

地域開発と交通基盤の整備

高度成長期の島根県

バ ドワイザー商標紛争の経緯と現在

戦前期雑誌にみる道路交通安全問題に関する編集動向

雑誌 「モーター」を事例として

山陽鉄道における牛場卓蔵の役割

天春文衛 ・東尾平太郎 ・脇栄太郎 『減租参考一斑』

明治24年 地価修正運動史料

新自由主義の帰結としての世界金融危機

明治後期における農商務省の貿易拡張政策と領事報告

戦前のター ミナル ・デパー ト

大鉄百貨店の創立

真田山陸軍墓地についての2,3の 問題

横浜開港初期における内陸との通信と運輸

甲州屋を事例にして

今 西 芳 治

浅 羽 良 昌1

宇 田 正15

老 川 慶 喜41

岡 田 知 弘57

小 川 功77

川 島 孝95

木 元 富 夫117

齊 藤 俊 彦139

西 藤 二 郎163

酒 井 一

櫻 谷 勝 美

高 嶋 雅 明

189

211

231

谷 内 正 往249

堀 田 暁 生279

増 田 廣 實295



小運送二法の制定と鉄道小運送業

昭和10年 代の九州について

封建地代か ら地租へ

名松線権現前停車場の設置と地域の状況

前近代的交通体系下の飾輸送

北陸か ら信濃へ

三 浦 忍313

美 馬 佑 造335

吉 村 利 男355

黎 明 期 の コ ン ビニ エ ンス ・ス トア

16・17世 紀 の イ ギ リス に お け る工 業 文 明 の誕 生 と美 術

J.U.ネ フの工 業文 明論 の一側 面

胡桃沢 勘 司371

井 田 泰 人383

中 村 進403

皿.理 論 ・政 策

ATheoryofLogisticCurve

ToExplaintheTransitionofJapaneseEconomy

afterWorldWarII

地 域 公 共 輸 送 に お け る"市 場 の 失 敗"現 象 へ の 対 応

近畿圏鉄道市場における競争の特質

HirokuniTerada

斎 藤 峻 彦

循環過程とHopf分 岐

高 橋 愛 典

内 上 誠

433

449

465

491

中小企業の借入金利の特徴

企業側データを用いた実証分析 安孫子 勇 一509

多国籍企業の移転価格と寡占,独 立企業間価格 今 西 芳 治527

外国籍住民に対する防災 ・災害情報の提供に関する一考察

外国籍住民を交えた 「自助」「共助」「公助」の枠組みを探る

公立病院に対する負担金の地域間格差について

トラバース理論の意義

片 岡 博 美547

熊 谷 成 将569

谷 口 和 久583

ImpulseResponseoftheExchangeRateVolatilityto

aForeignExchangeInterventionShockTakeshiHoshikawa599

ソ フ トウ ェ ア の ア ッ プ グ レー ドと 利 用 者 の 選 択 行 動 に 関 す る 一 考 察

村 上 礼 子619



皿.経 営 ・会 計 ・情 報

行 政 改 革 と コ ンフ リク ト ・マ ネ ジ メ ン ト

財 政 赤 字 下 の 地 方 自治 体 と行 政 経 営

会 計 学 説 史 研 究 序 論

シ ェー ア と シ ェ フ ラー の 場 合

ニ ック リ ッシ ュの 価 値 ・資 産 ・資 本 概 念 につ いて の 一 考 察 … ・

日本 ネ ッ トワー カー ズ会 議 と 日本 に お け るNPO概 念 の 形 成

学 生 満 足 度 最 大 化 を 目指 す 基 礎 ゼ ミの ク ラ ス編 成

テ ンプ レー トマ ッチ ングを 用 いた 教 育 支 援 シ ス テ ムの 提 案 ・…

IV.社 会 ・文化

地方におけるスローライフ運動のね らいと意義

三重スローライフ協会の取 り組みを中心に

「秘書」再考

歴史的,ジ ェンダー的視点か ら

喫茶の起源と茶の流通に関する一考察

言語と経済性のメタ原理に関する一考察

数 家 鉄 治635

林 良 治657

・・牧 浦 健679

・・吉 田 忠 彦699

大 村 雄 史713

・・田 中 敬733

大 原 興太郎751

大

田

石

窪 久 代793

中 美 佐813

井 隆 之825

武知京三教授 略歴および著作目録



武知京三教授 略歴および著作 目録

略 歴

生年月日 昭和15年5月15日 中国東北部生まれ

学 歴

昭和40年3月

昭和42年3月

昭和45年3月

昭和45年1⑪月

北九州大学商学部(現 北九州市立大学経済学部)卒 業

大阪府立大学大学院経済学研究科修士課程修了

大阪府立大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

大阪府立大学経済学部へ内地留学 「近代地方産業史の研究」(昭和46年

3月 まで)

職 歴

奈良県立短期大学助手 ・講師,

昭和55年4月

昭和58年 刈月

昭和60年4月

平成元年4月

平成3年4月

平成4年4月

平成5年4月

平 成5年10月

平 成6年4月

平 成lo年lo月

平 成ll年4月

平 成14年10月

平 成15年4月

平成19年3月

平成19年4月

平成21年4月

花園大学文学部助教授などを経て

近畿大学短期大学部助教授

近畿大学商経学部助教授 〔商経学部商学科へ移籍)

近畿大学商経学部教授

近畿大学大学院経済学研究科修士課程 「経済史特論皿」

㊨教授認定 〔教員組織審査)

近畿大学大学院経済学研究科博士課程 「経済史特殊研究II」

㊨教授認定(教 員組織審査)

近畿大学大学院経済=学研究科博士前期課程担当

近畿大学大学院経済学研究科博士後期課程担当

大阪府立大学経済学部非常勤講師(平 成M年9月 まで)

近畿大学商経学部商学科長 〔平成10年 曾月まで)

近畿大学大学院商学研究科博士前期 ・後期課程掲当

近畿大学商経学部長補佐{平 成11年3月 まで)

近畿大学短期大学部長(平 成14年9月 まで)

近畿大学商経学部長(平 成20年3月 まで)

近畿大学経済学部教授(商 経学部の分離改組による)

近畿大学経済学部長(平 成19年3月 まで)

近畿大学定年退職

近畿大学経済学部特任教授 〔平成21年3月 まで)

学校法人近畿大学理事 〔現在に至る)

近畿大学名誉教授



学 位

経済学修士 〔大阪府立大学),昭 和42年3月

京都大学博士(経 済学),論 経博第138号,平 成5年1月

学 会 ・社 会 活 動

聞 和58年8月 ～ 平 成12年11月

」F成10年11月 ～ 」F成12年11月

・{三成12年11月 ～ 平 成16年11月

平 成16年11月 ～ 現 在 に至 る

平 成5年1月 ～ 平 成16年12月

平 成5年5月 ～ 平 成21年5月

平 成21年5月 ～ 現 在 に至 る

昭 和 妬 年U月 ～ 平 成9年3月

昭 和47年ll月 ～ 平 成6年3月

昭 和49年4月 ～ 平 成17年3月

昭 和52年5月 ～ 昭 和56年3月

昭 和53年4月 ～ 昭 和54年 ⊥2月

昭 和54年9月 ～ 平 成9年3月

昭 和59年4月 ～ 平 成3年10月

昭 和59年10月 ～ 現 在 に至 る

昭 和60年10月 ～ 平成18年4月

平 成18年5月 一 現 在 に至 る

昭 和53年4月 ～ 平 成13年3月

平 成5年4月 ～ 平 成13年3月

平 成4年7月 ～ 平 成12年3月

平 成9年12月 ～ 現 在 に至 る

平 成14年9月 ～ 現 在 に至 る

平 成15年7月 ～ 現 在 に至 る

平成18年4月 ～ 平成19年3月

平 ∫或19年4月 ～ ⊥1五」戎20r町三3月

平成20年7月 ～現在に至る

鉄道史学会理事

鉄道史学会会長

鉄道史学会評議員

鉄道史学会顧問

社会経済史学会評議員

交通史研究会委員

交通史研究会顧問

東大阪市史編纂委員会委員

和歌山県史編纂委員会専門委員

岸和田市史編纂委員会委員

大阪市東区史刊行委員会編集委員

国連大学受託調査プロジェクト研究会委員

新修大阪市史編纂委員会委員

奈良県薬業史編纂審議会専門委員会委員

三重県史編纂委員会専門委員

大阪市史料調査会監事

大阪市史料調査会理事

四日市市史編集専門部会委員

四日市市史編集専門委貝会委貝

守口市史編纂委員会委員

奈良県薬事審議会委員(会 長)

名張市史編集専門委員会委員

亀山市史編集専門部会委員

財団法人大学基準鰯会平成18年度相互評価委貝会経済学

系専門評価分科会幸査

財団法人大学基準協会平成19年度大学評価委貝会経済学

系専門評価分科会主査

奈良県後発医薬晶適正使用等協議会委員(会 長)

賞 罰

昭和62年3月 交通図書賞受賞(『日本の鉄道一成立と展開』,分担執筆,

日本経済評論社,昭 和61年5月)
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3.『 都市近郊鉄道の史的展開』(鉄 道史叢書3),目 本経済評論社,1昭 和61年7月

4.r日 本資本主義と地場資本一関丙の地場産業史研究』,雄 山閣出版,平 成2年7月

5.「 日本の地方鉄道網形成史一鉄道建設 と地域社会』,柏 書房,平 成2年IO月

6.『 近代日本交通労働史研究一都市交通 と国鉄労働問題』(鉄 道史叢書7),日 本経済

評論社,平 成 哩年9月

7.『 近代日本と地域交通一伊勢電 と大軌系(近 鉄)資 本の動向」(日 本資本主義史叢

書 ・中村哲 ・下谷政弘監修),臨 川書店,平 成6年12月

8.『 近代日本と大和売薬一売薬から配置家庭薬へ』,税 務経理協会,平 成7年9月

9.『 近代日本と地域産業一東大阪の産業集積と主要企業群像』,税務経理協会,平 成m

年10月

10.『地域経済と企業家精神一奈良の地場産業と経済団体の歩み」,税務経理協会,平 成

12年9月

共著 ・分担執筆

1.東 大阪ll∫史編纂委貝会 「東大阪ll∫史」近代1,東 大阪ll∫,昭和48年3月

2.北 崎豊二編 「大阪の産業と社会』(毎 日放送文化双書6),征 口放送,昭 和48年11

月

3.枚 方市史編纂委員会 「枚方市史』第4巻,枚 方市,昭 和55年3月

違.大 阪市東区史刊行委員会r続 東区史」第1巻(行 政編),大 阪市東区史刊行委員会,

昭和55年3月

5.大 阪市東区史刊行委貝会 『続東区史」第2巻(経 済編),大 阪市東区史刊行委員会,

昭和55年6月

6.枚 方市史編纂委員会 「枚方市史」塘5巻,枚 方市,昭 和59年3月

7.南 海道総合研究所編 「南海沿線百年誌」,南海電気鉄道株式会社,昭 和60年5月

8.大 阪社会労働運動史編集委員会 『大阪社会労働運動史』第1巻(戦 前篇一ヒ),大 阪

社会運動協会,昭 和田年1月

9.野 田正穂 ・原田勝rE・ 青木栄一・・老川慶喜編 『日本の鉄道一成立と展開』(鉄道史

叢書1),日 本経済評論社,昭 和61年5月



10.福 山昭 ・武知京三編 「社会経済の史的展開一地域史的アプローチ』,松籟社,昭 和

S1年7月

11.大 阪社会労働運動史編集委員会 「大阪社会労働運動史』第3巻(戦 後篇),大 阪社

会運動協会,昭 和62年10月

12.大 阪社会労働運動史編集委員会 『大阪社会労働運動史』第2巻(戦 前篇下),大 阪

社会運動協会,明 和63年12月

⊥3.大阪府史編集専門委員会 「大阪府史」第7巻 近世編皿,大 阪府,平 成元年3月

14.和 歌山県史編纂委員会 『和歌山県史」近現代一,和 歌山県,平 成元年8月

15.新 修大阪市史編纂委員会 「新修大阪市史』第5巻,大 阪市,平 成3年3月

16.大 阪社会労働運動史編集委員会 『大阪社会労働運動史』第4巻(高 度成長期上),

大阪社会運動協会,平 成3年6月

17.奈 良県薬業史編纂審議会「奈良県薬業史』通史編,奈 良県薬業連合会,平 成3年10月

ヱ8.和歌山県史編纂委員会 『和歌山県史』近現代二,和 歌山県,平 成5年3月

19.新 修大阪市史編纂委員会 「新修大阪市史」第6巻,大 阪市,平 成6年12月

20.宇 田正 ・浅香勝輔 ・武知京三編 『民鉄経営の歴史と文化一西日本編」,古今書院,

平成7年9月

21.近 畿大学商経学部関西経済研究会編 「地域経済と企業家精神』,近畿大学商経学部

(特別プロジェクト),平 成8年3月

22.東 大阪市史編纂委員会 「東大阪市史』近代皿,東 大阪市,平 成9年2月

23.奈 良商工会議所編 「奈良商工会議所創立50周 年記念誌」,奈 良商工会議所,平 成9

年11月

24.奈 良県商工労働部中小企業指導課 『経営動向分析調査事業報告書(医 薬品製造

業)』,奈 良県,平 成ll年3月

25.四 日il∫11∫史編纂委員会 「四日101『史』第18巻 通史編近代,四 日Tl∫市,平 成12年3

月

26.野 田正穂編 「明治期鉄道業の総合的研究』,平 成9年 度～平成11年度科学研究費補

助金 〔基盤研究B)研 究成果報告書,平 成12年3月

27.守 口市史編纂委員会 「守口市史』本文編第 違巻,守 口市,平 成12年5月

28.四 目市市史編纂委員会 「四日市市史」第19巻通史編現代,四 日市市,iド 成13年7

月

29.近 畿大学商経学部関西経済研究会編 「大阪周辺地域の工業化と関西経済』,近畿大

学商経学部 〔特別プロジェクト),平 成M年3月

30.名 張市史編纂委員会 「おきつ もの名張一今と昔」,名 張巾,平 成16年3月

31.岸 和出市史編纂委員会 『岸和出市史』第4巻 近代編,岸 和出市,平 成1了年3月

論 文 ・資 料 等

1.「 阪 神 地 方 に お け るマ ッチ 工業 の 展 開 」, 奈良県立矩期大学 『研究季報』第15巻 第
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1・2号,昭 和42年6月

「奈良墨の 史的一考察」,大 阪府立大学 「歴史研究』第10弓・,昭和43年3月

1一明治大正期のマッチ労働力の存在形態」,奈良県立短期大学 『研究季報』創立15

周年記念号,昭 和43年9月

「中小企業問題序説一歴史的分析の重要性についての覚書」,奈良県立短期大学 『研

究季報」第16巻 第3・4号,昭 和43年12月

「日本マッチ工業の発展に関する若干の覚書」,日本燐寸工業会 「日本燐寸工業会会

報』第57号,昭 和44年1月

「大阪タオルエ業の沿革一河内地方を中心 として」,大 阪府立大学 『歴史研究』第

12号,昭 和45年3月

「明治初期の郵便逓送機関一主 として郵便人力車について」,奈良県立短期大学 『研

究季報』第18巻 第1・2号,昭 和45年9月

「郵便人力車の命運一郵便史の一・繭」,大阪歴史学会近代史部会 『近代史研究」第

14号,昭 和46年 ・1月

「明治新政府の陸運政策一近江国石部宿駅 ・陸運会社の変遷」(上)(下),陸 運新聞

社 「ROAD』 第2巻 第7号,第8号,昭 和46年8月 ～9月

「明治期地方産業の展開一河内タオル工業の場合」,奈 良県立短期大学 「研究季報』

第19巻 第1号,昭 和46年9月

「明治期東大阪における紡織業の展開⊥ 大阪府立大学経済学会 『経済研究』第16

巻第5号,昭 和弱年10月

「東大阪における地場産業の展開」,大阪府立大学 『歴史研究』第13号,昭 和'16年lO

月

「明治大止期マッチ工業の担い手たち」,大阪歴史学会近代史部会 『近代史研究』

第15号,昭 和46年12月

「明治期東大阪の資産家構成」,奈 良県立短期大学 「研究季報」第19巻 第3・4号,

昭和47年3月

「明治初期の陸運業について」,大 阪歴史学会 「ヒス トリア』第60号,昭 和47年5

月

「内国通運会社史の一・断面」,近 畿大学青踏女子短期大学 『青踏女子短大紀要」創

刊号,昭 和47年11月

「維新期の近江国石部宿駅について」,大阪歴史学会近代史部会 『近代史研究』第

16号,昭 和47年12月

「明治期一私有鉄道会社の命運」,黒羽兵治郎先生古希記念会編 『社会経済史の諸問

題』一黒羽兵治郎先生古希記念論文集一,巌 南堂書店,昭 和48年11月

「草創期の内国通運会社」,大阪府立大学 『歴史研究』第15号,昭 和48年12月

「京都大坂間郵便馬車会社について」,近畿大学題期大学部 『近畿大学短大論集』

第6巻 第2号,昭 和49年3月



21.「 大阪朝El新 聞におけるマッチ工業関係主要記事」,近畿大学育踏女子短期大学 「青

踏女子短大紀要』第3号,昭 和49年5月

22.1-11本 資本主義発展期の土地会社一菱屋土地建物株式会社の創設計画を中心 とし

て」,近畿大学青踏女子短期大学 『青踏女子短大紀要』第4号,昭 和49年11月

23.「 明治初期陸運史の一断面」,大 阪府立大学 『歴史研究』第田号,昭 和犯年田月

24.「 東大阪土地建物株式会社の経営史的考察」,近畿大学短期大学部 「近畿大学短大論

集』第7巻 第2号,昭 和50年3月

25.「 河内紡績株式会社の設立」,近 畿大学短期大学部 『近畿大学短大論集』第7巻 第

2号,昭 和5⑪年3月

26.「 明治朗農村工業の命運一住道製油株式会社をめぐって」,近 畿大学青踏女子短期

大学 「青踏女 子短大紀要』第5号,昭 和50年4月

27.「 新宮鉄道の設立過程」,和 歌山県史編纂委員会 『和歌山県史研究』第3号,昭 和

5G年10」1

28.「 大正期阪神地方の土地 ・信託会社一「日本全国諸会社役員録」を素材として」,近

畿大学頬期大学部 『近畿大学短大論集」第8巻 第 ⊥号,昭 和50年 ⊥2月

29.「 大正期の上地会社経営について一芦屋上地株式会社を中心に」,大阪府立大学 「歴

史研究』第17号,昭 和50年12月

30.1一明治後期在阪燐寸製造工業経営の一展開一昌盛製燐株式会祉の実態を通じて」,

大阪歴史学会編 「近代大阪の歴史的展開』,吉 川弘文館,昭 和51年1月

31.「 第2次 鉄道熱期についての一考察一西成 ・河陽両鉄道会社 を中心に;,近 畿大学

短期大学部 「近畿大学短大論集』第8巻 第2号,昭 和51年3月

32.「 日清戦争後鉄道会社の株主とその系譜1,近 畿大学青踏女子短期大学 『青踏女子短

大紀要」第6号,曙 和51年9月

33.「 明治期一地方企業の興亡一綿実製汕会社か ら堺紡績会社への歩み」,近 畿大学短

期大学部 「近畿大学短大論集』第9巻 第1号,昭 和51年11月

34.「 南海鉄道創設過程の一繭」,近 畿大学短期大学部 『近畿大学短大論集』第9巻 第

2号,昭 和52年3月

35.「 産業と風土一東大阪の産業史話」,近 畿大学 「近代風上』編集委員会 「近代風上』

第2号,昭 和53年6月

36.「 和歌山における鉄道敷設概況」,安藤精一編 『和歌山の研究」第4巻 近代編,清

文堂出版,昭 和53年7月

37.「 わが国ボタン産業史の一繭」,国連大学 「人間と社会の開発』一 日本の経験 プロ

ジェク ト雑貨産業部会報告書 〔単独論文),昭 和54年7月

認.「 わが国掛時計製造の展開と形態」,国 連大学 『人聞と社会の醐発』一日本の経験プ

ロジェクト雑貨産業部会報告書(単 独論文),昭 和55年7月

39.r明 治末期の紀勢鉄道敷設運動」,野 田正穂 ・原田勝正 ・青木栄一編r明 治期鉄道

史資料」月報NO5,日 本経済評論社,昭 和55年8月



40.「 南海鉄道の新商法について一日本鉄道発達史の一駒⊥ 野田正穂 ・原田勝正 ・青

木栄一編 「明治期鉄道史資料』月報NO7,日 本経済評論社,昭 和55年10月

41.1一近代大阪における鉄道建設の一類型一地方鉄道創業史の一輌」,黒羽兵治郎先生

喜寿記念会編 『大阪地方の史的研究』,巌 南堂書店,昭 和55年10月

羽.「 大阪 ・和歌山間の鉄=道建設について一国鉄阪和線生誕の過程」,大 阪市史編纂所

「大阪の歴史』第2号,昭 和55年12月

43.「 紀勢線の開通 と紀南の旅一戦前昭和期の動向を中心として」,近 畿大学 『近代風

土』編集委員会 『近代風土』第10号,昭 和55年12月

艇.「 わが国軽便鉄道史の一側面一山東軽便鉄道の場合」,大 阪府立大学 『歴史研究』

第21号,昭 和55年12月

45.「 紀勢線の敷設問題 とその周辺」,近 畿大学短期大学部 『近畿大学短大論集』第13

巻第2号,昭 和56年3月

媚.「 都市交通史の研究一和歌山の市内電車について」,阪南大学 『阪南論集』仕会科

学編第16巻 第3・4号 一田谷博吉 ・速水敏教授退任記念号一,昭 和56年3月

47.「 解題 『鉄道局 〔庁)年 報』」,野 田正穂 ・原田勝正 ・青木栄一編 『明治期鉄道史資

料』第 工期第1集 第12巻,日 本経済評論社,昭 和56年3月

48.「 和歌山鉄道の 『沿線案内」に寄せて一南海貴志川線前史」,南海道総合研究所 『南

海道研究」第5】号,昭 和56年8月

49.「 南海高野線の成立過程」q〕②,南 海道総合研究所 「南海道研究』第52号,第 窮号,

昭和56年9月 ～10月

50.「 局地鉄道の成立 と展開一和歌山県下の3軽 便鉄道をめ ぐウて」,近 畿大学矩期大

学部 「近畿大学短大論集」第14巻 第1号,昭 和56年12月

51.「 生誕期稲歌山県下の自動車運輸事業一白浜温泉臼動車を中心として」,交 通史研

究会 「交通史研究」第7号,昭 和57年2月

52.「 日本鉄道史に関する一覚書一鉄道国有化前後の動向」,近畿大学短期大学部 『近畿

大学短大論集』第14巻 第2号,昭 和5了年3月

53.「 地域社会と鉄道建設一御坊臨港鉄道の場合」,大 阪府立大学 「歴史研究』第器号,

昭和57年9月

54.「 西成鉄道の成立 と展開一 日本鉄道史の一断面」,大阪市史編纂所 『大阪の歴史』

第7号,昭 和57年9月

55.「 地域社会における鉄道建設小史一御坊臨港鉄道創設関係資料の紹介」,近 畿大学

魚期大学部 「近畿大学掩大論集」第15巻第1号,昭 和57年12月

聞.「 地域社会における鉄道誘致運動の展開一紀勢西線御坊延長をめぐって」,交 通史

研究会 『交通史研究』第9号,昭 和58年3月

5了.「和歌山県域におけるバス事業の成立一和歌山地方の動向をめぐって」,森杉夫先

生退官記念会編r政 治経済の史的研究」,巌 南堂書店,昭 和58年 凋月

58.「 全日本鉄道従業員組合機関誌の名称変更一・『現業公論」から 『鉄道労働』へ」(D



(2),野 田正穂 ・原田勝正 ・青水栄一編 『大正期鉄道史資料』月報NO4,NO5,El

本経済評論社,昭 和58年5月 ～6月

59.1一明治期の船員雇用問題について」,大阪社会運動協会 「大阪地方社会労働運動史編

集ニュース』第16号,昭 和58年7月

60.「 大正緬年創刊の雑誌 「鉄道生活」 とその周辺」(1)～(V),大 阪労働協会 「月刊

労働』NO412～NO岨6,昭 和58年6月 ～10月

61.「 交通機関の変貌と交通労働者一 『人力車』から 『円タク』への移行」,近 畿大学

商経学会 『商経学叢」第30巻 特別号 竹中靖一博士退任記念,昭 和59年3月

囎.「 第一次大戦後の国鉄労働団体について一大日本機関車乗務員会の動向」,大 阪私

立短期大学協会 『研究報告集』第20集,昭 和59年3月

63.「 全日本鉄道従業員組合と労働農民党」,武部善人 ・谷山新良編 『産業経済分析一

理論的 ・歴史的アプローチ』,大 明堂,昭 和59年5月

図.「 泉佐野のタオル工業」,大阪春秋社 『大阪春秋』第4且号,昭 和59年ll月

65.「 南海軌道線の生誕と統合過程一南海鉄道と阪堺電軌の対抗をめぐって」,大 阪経

済大学日本経済史研究所編 「経済史 ・経営史論集』一日本経済史研究所創立五十周

年記念一,大 阪経済大学,昭 和59年12月

66.「 大阪市営交通事業の展開と労働問題一1920年 代の動向を中心として」,近 畿大学

労働問題研究所 『労働問題研究」第20号,昭 和60年1月

6了.「南海鉄道の生誕をめぐる諸動向」(P～ ⑤,南 海道総合研究所 『南海道研究』第96

号～第100号,昭 和60年5月 ～9月

68.「 南海鉄道の電化 と労務問題一斑」,鉄道史学会 『鉄道史学』第2号,昭 和60年8

月

69.「 生誕期の関西主要電鉄一斑」,大 阪社会運動協会 「大阪地方社会労働運動史編集

ニュース」第36号,昭 和曲年8月

70.「 紀勢鉄道(紀 勢線)の 建設と三重県」,三 重県総務部 『三重県史研究』第2号,

昭和飢年3月

71.「 南海沿線あれこれ一戦前の一繭」,原 田勝正 ・小池滋 ・青木栄一 ・宇田正編r鉄

道と文化』,日 本経済評論社,昭 和61年7月

72.「 部落改善事業 と就学奨励一三重県 ドー村落の事例」,近畿大学 『同和研究資料』

第7号,昭 和61年11月

73.「 鉄道国有化前在阪私鉄の一動向」,近畿大学労働問題研究所 『労働問題研究』第

24号,昭 和62年1月

了4.「日本資本主義 と地方中小私鉄の成立一三重県域における一事例」,目 本中小企業

学会編 『高度情報化と中小企業』,同友館,昭 和舘年4月

75.「 時局 ド南海鉄道の一動向一『社報』にみる諸相一1,安藤 精一先生退官記念会編 『和

歌rll地方の研究」(発 売宇治書店),昭 和62年6月

76.「 私鉄経営者論の課題・一大軌経営陣の素描」,鉄 道史学会 『鉄道史学』第5号,昭



和62年10月

了了.「国鉄阪和線払下げ問題」,鉄 道史学会 「鉄道史学会会報』NO5,昭 和63年3月

了8.1-11本資本主義 と地方中小私鉄の展開一松阪電気鉄道の興亡を中心 として」,大阪

郵政考古学会r郵 政考古紀要』13一 薮内吉彦退官記念論孜一,昭 和63年 昼月

79.「 解題 「鉄道会議議事録」」,野 田正穂 ・原田勝正 ・青木栄一・・老川慶喜編 「明治期

鉄道史資料」第11期 第2集 第19巻,日 本経済評論社,平 成元年2月

80.「 奈良県配置家庭薬とその振興策一昭和恐慌期の動向を中心 として」,近 畿大学商

経学会 『商経学叢」第35巻 第3号,平 成元年3月

81.「 鉄道建設と地域社会一三重県下の一・事例」,日 本交通学会 『交通学研究』1998年

研究年報,平 成元年3月

82.「 伝統産業における企業経営小史一奈良県製墨業の事例」,近 畿大学労働問題研究

所 「労働問題研究』第29号,平 成元年7月

83.「 日本資本主義 と地方申小私鉄一;重 県下における郡是的鉄道の成立」,近畿大学

商経学会 「商経学叢」第36巻 第1号,平 成元年9月

84.「 近鉄資本による交通網の再編 と地域社会一1960年 代の三重県下における動向.1,

近畿大学商経学会 「商経学叢』第36巻 第3号,平 成2年3月

85.「 近鉄資本の動向と地域社会一1960年 代後半の三重県下の状況」,大阪府立大学 『歴

史研究」第28・29合 併号,平 成2年3月

86.「 戦後のローカル私鉄廃止問題一三重交通神都線の場合」,吉 出昇 三先生傘寿記念

論文集編集委員会編 「経済発暴過程の研究」,不 二出版,平 成2年4月

8了.「戦時交通統制 と大阪市営交通事業一大阪乗合自動車の買収をめぐって」,近畿大

学商経学会 「商経学叢』第37巻 第 工・2・3号 一近畿大学創立65周 年記念論文集

一,平 成2年ll月

88.「 戦時交通統制と大阪市営交通事業一阪堺電鉄の買収をめ ぐって」,近 畿大学商経

学会 「商経学叢」第38巻 第 ユ号,平 成3年7月

89.「 大阪帝電争議後の交通労働運動一組合再建運動と 『自助会」の確立」,追 手門学

院大学経=済学会 『追手門経済論集』第27巻 第1号 一宇田正教授還暦記念号一,平

成4年4月(学 術文献刊行会r日 本史学文献 目録』1992年 版へ収録,朋 友出版,

iF成6年6月)

90.「 解題 『開通五拾年』下南海鉄道発達史』」,野 田正穂 ・原田勝正 ・青木栄一 ・老川

慶喜編 「大正期鉄道史資料』第H期 第10巻,日 本経済評論社,平 成4年9月

91.「 解題 「国鉄労働関係資料』」,野 田正穂 ・原田勝正 ・青木栄一 ・老川慶喜編 「大正

期鉄道史資料』第皿期第17巻,日 本経済評論社,平 成4年11月

92.「 大阪のモータリゼーションー乗合バスとタクシー」,大 阪春秋社 『大阪春秋』第

69号,平 成4年11月

93.「 三重県下のローカル私鉄と大軌 ・参急資本の動向」q)～ ③,近 畿大学商経学会

「商経学叢』第40巻 第2号,第40巻 第3号,第41巻 第1号,平 成5年12月 ～平成6



年7月

94.「 地場塵業の歩み一貝釦編⊥ 奈良県広域地場 産業振興セ ンター 『インテ クノ

NARA』NO26,平 成6年3月

95.「 伊勢鉄道(伊 勢電気鉄道)の 創設事情」,交通史研究会 『交通史研究』第a2号,

平成6年 母月

96.「 四日市港をめ ぐる海運の動向」,山 本弘文編 『近代交通成立史の研究」,法政大学

出版局,IF成6年6月

97.「 五十銭タクシー,『IIJタク』の活況」,大 阪春秋社 「大阪春秋』第了5号,平 成6年

6月

98.「 逓信省秘=書課 「部外者効績事項書』一戦時統制史料の紹介」,近 畿大学中央図書

館報 「香散見草』22号,平 成6年12月

99.「 紀伊半島をめ ぐる鉄道史」,地方史研究協議会 『地方史研究』第45巻 第4号,平

成7年8月(学 術文献刊行会 『日本史学文献 目録』1995年 版へ収録,朋 友出版,

平成7年ll月)

⊥00.「大和売薬営業者の経営理念小史一前田長三郎 『大和売薬人物誌』を素材として」,

近畿大学商経学会 「商経学叢」第42巻 第2・3号 一近畿大学創立70周 年記念論文

集一,平 成7年1⊥ 月

m1.1一 生駒山麓の産業一仲線産業」,大 阪春秋社 『大阪春秋」第8】号,平 成7年 揺月

102.「 『瓦 卜払い』のルーツについて」,大 阪春秋社 『大阪春秋』第89号,平 成9年12月

103.「 大阪環状線前史一西成鉄道の歩みをめぐってL大 阪春秋社 「大阪春秋』第92号,

平成10年9月

104.「 私鉄と不動産業のタイア ップ商法一大軌(現 近鉄)の 誕生 と初期の一1二地住宅経

営」,大 阪春秋社 「大阪春秋』第肺号,平 成ll年9月

105.「 市電の活況と青バス・銀バス・円タクの競争」,大 阪春秋社 『大阪春秋」第102号,

平成13年3月

106.「 明治期の私鉄 と国有化問題一関西鉄道 と南海鉄道の動向をめ ぐって」,近 畿大

学大学院経済学研究科創立 卜周年記念論集編集委員会編r現 代経済学の展望と課

題』,近 畿大学大学院経済学研究科,平 成13年3月

10了.「京阪電気鉄道の展開と地域社会の動向一沿線守口地域の動向をIll心として」,野

田正穂 ・老川慶喜編 「日本鉄道史の研究」,八 朔社,平 成15年4月

108.「 鉄道史研究 とその周辺一社会経済史の一・隅から」,交 通史研究会 『交通史研究』

第僅号,1互 成19年12月

109.「 今里 〔東成)の 魔業と企業一企業者史的視点から」,新 風書房 「大阪春秋』第130

号,平 成齢年4月

110.「 関西の私鉄小史一南海と大軌(近 鉄)を め ぐって」,大 阪市公文書館 『大阪市公

文書館研究紀要」第21号 一開設20周 年記念号一,平 成訓年3月



翻刻資料集

1.和 歌山県史編纂委員会 「和歌山県史』近現代史料4,共 編,和 歌山県,昭 和53年3

月

2.和 歌rll県史編纂委員会 「和歌rll県史』近現代史料5,共 編,和 歌lll県,1昭和54年3

月

3.岸 和111市史編纂委員会 『岸和田市史』第8巻 史料編皿,共 編,岸 和 国市,昭 和55

年8月

4.和 歌山県史編纂委員会 『和歌山県史」近現代史料 書,共 編,和 歌山県,昭 和5了年1

月

5.和 歌山県史編纂委員会 『和歌山県史』近現代史料7,共 編,和 歌山県,11召和57年3

月

6.東 大阪市史編纂委員会 「東大阪市史』近代1史 料編,共 編,東 大阪市,昭 和57年3

月

7.東 大阪市史編纂委員会 「東大阪の鉄道史資料集一日清戦争期一第一・次大戦後』(東

大阪市史資料第9集),単 著,東 大阪市,昭 和62年3月

8.奈 良県薬業史編纂審議会 『奈良県薬業史∫資料編,共 編,奈 良県薬業連合会,昭

和63年3月

9.二 重県史編纂委員会 『.重 県史」資料編近代3(産 業経済),共 編,三 重県,昭 和

63年3月

10.東 大阪市史編纂委員会 「東大阪市史』近代II史 料編,共 編,東 大阪市,昭 和63年 日

月

1L三 重県史編纂委員会 「三重県史」資料編現代2(産 業経済),共 編,三 重県,平 成

4年3月

12.四 日ll∫ll∫史編纂委 員会 『四 日市il∫史」第12巻 史料編近代 皿,=共編,四 日市市,平

成5年 昌月

13.四 日市市史編纂委員会 『四 日市市史」第14巻 史料編現代1,共 編,四 日市市,平

成8年8月

14.守 口市史編纂委員会 『朝 日新聞記事集成⊥第 正集～第5集,共 編,守 口市,平 成

8年11月 ～」F成9年3月

15.四 日市市史編纂委員会r四 日市市史」第15巻 史料編現代U,共 編,四 日市市,平

成10年3月

辞典 ・事典

1.国 史大辞典編集委員会編 『国史大辞典』(2項[),吉 川弘文館,平 成4年4月

2.『 日本史大事典』編集部編 『日本史大事典』(4項 口),平 凡社,平 成5年5月

3.朝 日新聞社編 『朝日歴史人物事典」(4項 目),朝 日新聞社出版局,平 成6年1月

4.地 方史研究協議会編 「地方史事典」(1項 目),弘 文堂,平 威 曾年4月



5.丸 山雍 成 ・小 風 秀 雅 ・中 村 尚 史 編 『日本 交=通史 辞 典 」(了 項 目),吉 川 弘 文 館,平

成15年9月

6.黒 出 目出 男 ・加 藤 友 康 ・保 谷 徹 ・加 藤 陽 子 編 『[本 史 文 献 事 典』(3項 目),弘 文

堂,平 成15年12月

書評 ・その他

1.「 書評 ・薮内吉彦 「日本郵便創業史一飛」脚か ら郵便へ』.1(雄Ill閣出版),大 阪歴史

学会 「ヒス トリア」第了2号,昭 和51年9月

2.「 わが著書を語る一明治前期輸送史の基礎的研究」(雄 山閣出版),出 版ニュース社

『出版ニュース』'78年7月.ヒ 旬号,1昭和53年7月

3.「 書評 ・和歌山市史編纂委員会 『和歌山市史』第7・8・9巻 」(和 歌山市),和 歌

山地方史研究会 『和歌山地方史研究』第5号,昭 和57年12月

4.「1920年 代国鉄労働問題についての文献」,大阪労働協会 『月刊労働』NO423,昭

和鴉年5月

5.「 書評 ・老川慶喜 『明治期地方鉄道史研究一地方鉄道の展開と市場形成』」(日 本経

済評論社),鉄 道史学会 「鉄道史学」第1号,昭 和59年8月

6.「 私の鉄道史研究一鉄道史との出会いとその視点」,鉄 道史学会 『鉄道史学会会報』

NO8,平 成2年3月

7.近 畿大学商経学部関西経済研究会編 『東洋紡績経済研究所旧蔵文献 目録』(未 定

稿),近 畿大学商経学部(特 別プロジェクト),共 編,平 成3年3月

8.「 書評 ・黄完晟 「目本都市中小工業史」」(臨 川書店),日 本史研究会 「日本史研究』

368号,平 成5年4月

曾.「書評・老川慶喜 『産業革命期の地域交通と輸送」」(目 本経済評論社),史 学会 「史

學雑誌」第102編 第10号,平 成5年10月

10.「(座 談会)「三重県史』資料編近代の編集を終えて一,三 重県総務部 『三重県史研

究』第10号,平 成S年3月

11.「『新修大阪市史』第六巻の編纂を終えて」,大阪市史編纂所 「大阪の歴史』第43号,

平成6年12月

12.「 実証史学への道一目本経済史」,近畿大学商経学部編 『知識の狩人一商学 ・経済

学 ・経営学の世界」,近 畿大学商経学部,平 成8年3月

13.「 〔インター ビュー)『 ルポ』起業家精神と関西.1,閲 西電力株式会社 「縁』69号,

平成8年4月

14.「黒羽兵治郎先生 との出会い」,黒羽兵治郎博士追悼記念文集刊行会 『行雲流水一黒

羽先生ご夫妻の思い出』,大 阪経済大学日本経済史研究所,平 成8年9月

15.「 〔インタービュー)渋 灘生む 『ごとうび』とは江戸1時代なにわ生まれの上方商法
匪ご機嫌伺い帥に得意先回り」

,r東 京新聞』平成9年q月2呂 日付朝刊

16.「稀有の組織で大成功」,三光丸同盟会創立百周年記念誌編集委員会 「同盟人百年の
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軌 跡 』,三 光 丸 同盟 会,平 成11年12月

「〔イ ン ター ビュ ー)技 術 立 国 日本 の逆 襲9・ 進 取 の 気 風 」,『蔵 経 新 聞 』 平成15年

8月19目 付 朝刊

「目本 経 済 史 ・経 営 史 の一・隅 か ら一 日本 経 済 史」,近 畿 大 学 経 済 学 部 編 『ハ ン テ ィ

ング ・エ ピ ス テ ー メー 経 済 学 へ の誘 い』,近 畿 大学 経=済学 部,平 成1ε年4月

「〔イ ンタ ・一 ビュ ・一)「 五』 と 「十 』 の 意 外 な 効 用」,「 日本経 済 新 聞 』 平 成16年4月

28日 付 夕刊

「〔イ ン ター ビュ ー)集 金 よ り営 業 五十 払 い 」,『読 売 新 聞』 刊z成17年1月190付 夕

阿

「名 張 駅 と西 名 張 駅 一 名 張 へ の鉄 道 延 伸 」,名 張 市 総 務 部 文 書 行 政 室 市 史 編 纂 担 当

『名 張 市 史 だ よ り』NO3,平 成20年3月

「〔ア ンケ ー ト取 材)関 西 の鉄 道 を 往 く」 の 一 部,明 治 安 田 生 命 保 険 柑 互 会 社 関 西

を考 え る会 編 『関 西 の道 を巡 る」,平 成20年6月

「児 玉 幸 多 先 生 の思 い 出」,交 通 史 研 究 会 『交 通 史 研 究 」 第66号,平 成20年8月



経済学会規約

第1条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

第7条

第8条

第9条

第10条

本学会は近畿大学経済学会と称する。

本学会の事務所は本学経済学部資料室内にお く。

本学会は学術の発展に寄与 し,会 員の研究・教育の振興を図ることを目的とする。

本学会は本学経済学部及び大学院経済学研究科の専任の教授,准 教授,講 師,及

び特任教員を以って組織する。

本学会は次の事業を行う。

1.機 関誌 『生駒経済論叢』(年3回)の 刊行。

2.研 究会な らびに講演会等の開催。

3.他 学部交流事業として,経 営学部教員の研究成果の機関誌への掲載。

4.そ の他本学会の目的達成に必要とする事項。

本学会の刊行物は無償又は有償にて配布する。

本学会には次の委員をお く。

1.委 員長1名

2.編 集委員若干名

1.委 員長は経済学部長とし,本 会を代表 し会員中より委員を委嘱する。

2.委 員の任期は1力 年とする。

本学会の年度は4月1日 より翌年3月31日 迄とし,本 学会の運営に必要な経費は

経済学部運営費の内より支弁する。

『生駒経済論叢』に掲載 された作品から発生する著作権は,原 則 として 「経済学

会」に帰属するものとする。ただ し,執 筆者がみずか ら執筆 した著作を他の書誌

に転載するにあたっては,原 則として許可するが,別 途経済学会に申し出て許可

を得ること。

附 則

この規約は,平 成15年4月1日 より施行する。

この規約の改正は,平 成17年10月1日 か ら施行する。

この規約の改正は,平 成19年4月1日 か ら施行する。
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